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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・小向　静江様～持参薬切れの為、臨時薬6日分臨時処方となる。
　　　　　　　　疼痛訴えが続き、カロナール(200)3T　3×毎食後　6日分臨時処方。
　　　　　　　　吐き気時、不穏時、便秘時のIFオーダー指示あり。

　　　　　　　　10/7(月)、三戸中央病院受診予定。7：00朝食早出し。厨房へ取りに行ってください。遠距離の移動となる為、膀胱留置カテーテル挿入。

・高橋　末吉様～介護保険の新規認定調査の為、10/18　11：00面会予定。
・久保　興介様～母様から、病状説明の希望があり、10/10　11：00主治医面談予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中、書き物や飲水の要求が聞かれ、詰所前に居座っている。他者トラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。特定男性患者様との距離が近くなる事があるが、トラブルなし。深夜帯、大声を出し幻聴様の訴えをする事があるが、日中はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前2時間、午後1時間の開放観察開始している。危険行為や自傷行為なし。詰所内をジッと見ながら周囲をウロついている。　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・小笠原　久年様～昨日の夕方、突然他者に蹴りを入れる事があり、一時的に11号室で過　ごしている。断続的に叫ぶ事があるが、他者トラブル無し。
・松川　順子様～朝食は自力で全量摂取するが、昼食は拒否強く、服薬含め、介助を要す。
　　　　　　　　点滴はトラブル無く実施できている。
・袴田　将志様～滅裂な話し掛けがあるが、声掛けで切り上げる事はできている。他者トラブルなく経過している。
・久保　興介様～スタッフへの話し掛けの多さは無いが、意図的に演技的な行動をして、スタッフへアピールしてくる事がある。他者トラブルはなし。
・澤口　利香様～食事は1/3～2/3摂取。余暇は臥床して過ごすが、不調は聞かれず頓服薬の内服なし。自傷行為や希死的な言動なし。
・高橋　末吉様～バイタルサイン異常無し。ケア時の拒否や抵抗はなく痰絡みなし。
経管栄養や点滴のトラブルなし。

・上野　正志様～バイタルサイン異常なし。吸引時に抵抗するが、強い抵抗はない。
　　　　　　　　午後より血圧高値であり、ギャッジアップして経過観察中。

・岩館　静子様～不調や希死念慮は聞かれず、他者交流見られ穏やか。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～夜間歩行時のふらつき見られ、トイレに行く際に壁にぶつかり、右目尻付近に切創あり。次回定期薬よりオランザピンOD錠20㎎→10㎎へ減量、他同内容で処方となる。
・田村　真紀子様～精神症状落ち着いてきている。診察時も主治医の問いに的を得た返答をされている。不穏・他者トラブル無し。9/21実施した採血の血中濃度の検査結果を確認したうえで、次回定期薬よりカルバマゼピン錠200㎎は終了、他同内容で処方となる。
・中居　松男様～9/29の検尿結果より尿潜血：(3+)となっており、10/1～10/5分までセフジトレンピボキシル錠300㎎が処方となっている。本日の日付で検尿の指示出ている為、採取できるようであれば実施するようにとの事。
・河原木　泰志様～定期薬同内容で処方。

・和田　昌様～定期薬同内容で処方。
＜入院患者情報＞
日　　時：10月4日　12:08

　氏　　名：楢山　金藏（ならやま　きんぞう）様

　生年月日：大正15年2月12日　93歳

　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院予定

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　H25年頃より物忘れがあり、八戸市立市民病院神経内科にてアルツハイマー型認知症と診
断。かかりつけの村井内科にて薬物療法開始となっていた。H30年初頭より、大声をあげ近
隣から苦情が寄せられることやデイサービスでも介護抵抗が認められるようになり、H31年
2月13日大里脳神経クリニックを受診。薬剤調整にて落ち着くが、1カ月後には易怒的と
なり家族やスタッフに対し大声を出し、粗暴行為みられていた。大里脳神経クリニックよ
り、当院での専門治療を勧められ当院へ受診相談がありR1.5.17当院初診。以降当院外来
通院を継続していた。R1.8月までは自宅にて落ち着いて過ごす事出来ていたが、R1.9月に
見心園でのロングショートステイ中より大声で叫ぶ、職員への粗暴行為など不穏行動見ら
れていた。9/27に外来受診し薬剤調整行うも状態改善せず。薬剤調整目的にてR1.10.4 
12:08東Ａユニットへ医療保護入院となる。
・車椅子使用。歩行時ふらつきあるが、転倒歴なし。
車椅子ごとひっくり返る可能性が高い為、ベルト使用禁止。
・LTセットBプラン、オムツ①
・買い物5000円/月
・義歯上下
